
       発行日：平成２５年９月６日

       発　行：検討委員会事務局

　   　 第３回検討委員会 開催
　　　　     　　　 ■日時 平成25年8月1日（木）18時30分から

　　     　　　　　 ■場所 上郷地区センター

 １　両校の推計（H25速報値）について （事務局より説明）

上郷中学校 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 普通教室数

生徒数 ２６１ ２８３ ２８５ ２９４ ２８８ ２７９ ２６５ 

学級数 ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
１４ 

庄戸中学校 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 普通教室数

生徒数 １７３ １９０ ２０３ １７７ １７５ １６０ １５８ 

学級数 ７ ７ ７ ６ ６ ６ ６ 
１４ 

 

 ２　統合校の生徒数・学級数の見込み（H25速報値）について （事務局より説明）

統合校 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

生徒数 － － ４８８ ４７１ ４６３ ４３９ ４２３ 

学級数 － － １３ １２ １２ １２ １２ 

 

決定事項等

○議論の結果、統合時の使用校舎は上郷中学校校舎とすることを確認しました。

○統合校の通学区域は、現在の上郷中学校と庄戸中学校の通学区域を合わせた
　ものとすることを確認しました。

○統合校名アンケートはニュース全戸配布に挟み込むアンケートに加えて、学校
　を通じて両中学校生徒、上郷小学校、庄戸小学校の全児童及び桜井小学校の児
　童（上郷中学校通学区域内に住んでいる児童）に実施することとなりました。

当日の様子
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議論の結果、統合時の使用校舎は上郷中学校校舎とすることを確認しました。

 4　統合校の通学区域について （事務局より説明）

統合校の通学区域は現在
の上郷中学校・庄戸中学
校の通学区域を合わせた
通学区域とすることを確認
しました。

教育委員会より、統合校の通
学区域は現在の上郷中学校・
庄戸中学校の通学区域を合わ
せた通学区域が望ましいとの
提案がありました。

 3　統合時の使用校舎について

☆　学校がなくなるのは寂しいという意見が自治会内で出ました。

☆　この委員会の流れが上郷中学校を残す方向で流れているような感じがしました。
☆　最初から上郷中学校が残るという流れではなく、教育委員会からの状況説明を聞きながら、一歩
　　一歩検討を進めてきたと思っています。

☆　もし上郷中学校校舎を使用することになると通学距離が長くなるので、通学時の事故の危険が増
　　えるという意見が自治会内で出ました。事故の危険を減らす対策を検討していただきたいです。

☆　長い将来のことを考えると上郷中学校校舎を残したほうがいいと思います。もし庄戸中学校校舎
　　を残すと、上郷中学校通学区域内の一部の方々が桂台中学校へ流れていってしまうと思います。

 ◎  統合時に使用する校舎についての議論（意見） 【凡例】☆・・・検討委員

統合校通学区域

 

桂台中

桂台小

本郷小

500m

庄戸小 

庄戸中 

桜井小

上郷小 上郷中

 小学校通学区域・・・・・ 

 小学校・・・・・・・・・・・・・ 

 中学校・・・・・・・・・・・・・ 

 
【 凡例 】 

 中学校通学区域・・・・・ 
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【凡例】☆・・・検討委員、→・・・事務局 6　検討委員会での主な質問・発言

 5　学校名の選定方法について （事務局より説明）

①上郷中学校・庄戸中学校の生徒、関係小学校の
　児童及び両校通学区域の住民の皆様から学校名
　案を公募する。

④横浜市会での議決により、学校名が決定される。

統合校名アンケート対象者は以下の
とおりとなりました。

＜学校を通じて配布＞
・上郷中学校、庄戸中学校全生徒
・上郷小学校、庄戸小学校全児童
・桜井小学校児童のうち、上郷中学校
　通学区域内に住んでいる児童
※本郷小学校児童については、検討委
　員会ニュースに挟み込むアンケート
　用紙で応募していただくこととなり
　ました。

＜地域、保護者の皆様への配布＞
・検討委員会ニュースにアンケート
　用紙を挟み込んで配布する。

☆　この委員会では、「子どものため」という言葉が使われていますが、自分の学校がなくなること
　　を喜ぶはずはないので、「子どものため」という言葉はあまり使ってほしくないという意見が自
　　治会内で出ました。
☆　生徒数が少ないことによって、人間関係が再構築できないという問題があります。生徒数が増え
　　て人間関係をリセットできるようになると全然違うので、学校がなくなって困るかどうかは人に
　　よると思います。生徒数が少ないことによって子どもにとって問題が起こっていると思うので、
　　学校統合は子どものためだと私は思います。

☆　学校統合をする平成２７年度は上郷中学校が９学級、庄戸中学校は７学級となる見込みですが、
　　統合校はなぜ１６学級ではなく１３学級の見込みなのでしょうか。
→　両校の学級数を足し算すると１６ですが、両校の生徒数を合わせて、それを４０人学級というこ
　　とでクラス編成をするので、１３学級という見込みになります。

☆　今、両校を合わせて１６学級あるのが、学校統合して１３学級になると教員数も減るのですか。
→　１３学級の学校として教員等が配置されることになります。

☆　庄戸中学校は小規模校、上郷中学校は準小規模校と言われています。両校の平成２５年度推計速
　　報値を見ると、学校統合する平成２７年度は４８８人、１３学級の見込みとなっており、平成
　　２４年５月１日の横浜市平均（５３７人、１５学級）には満たない数です。そうすると、学校統
　　合後も準小規模校という位置付けのままなのでしょうか。
→　横浜市の学校の規模については、１２から２４学級までを適正規模校とさせていただいておりま
　　すので、学校統合をすると適正規模校になる見込みです。

☆　学校名の選定において、学校統合前の校名がそのまま使われた例もあるとのことでしたが、学校
　　名の選定について、事務局はどのように考えているのでしょうか。
→　新しい学校名でスタートしていただくことを他地区でも申し上げてきましたが、場合によっては
　　学校統合前の校名をそのまま使っていただくという選択肢もあります。

☆　庄戸小学校の校名を決めた時もアンケートを取って決めたのですか。
→　アンケートを取っていますが、当時は栄区全体の検討委員会だったので、検討委員会の中でアン
　　ケートを取ったわけではなく、それぞれの学校ごとの小委員会の中で取っていました。

②公募の結果を参考に、検討委員会で学校名案を
　１つ選定し、教育委員会に提出する。

③教育委員会は、いただいた意見をもとに学校名
　案を選定し、市は横浜市立学校条例改正案を横
　浜市会に提案する。
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「上郷中学校・庄戸中学校」小規模校対策検討委員会では、皆様からのご意見を受け付けて
おります。ＦＡＸかＥメールにて、事務局（学校計画課）まで
ご連絡ください。

（※）「上郷中学校・庄戸中学校」小規模校対策検討委員会の経過、横浜市の基本方針等はホームページ
　　　でもご覧になれます。
　　・基本方針など　http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/kyoiku-info/gakku-houshin.html
　　・「上郷中学校・庄戸中学校」小規模校対策検討委員会
  　　  http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/gakku/shoukibo/sakae.html

【第４回検討委員会の日程】
  ★平成２５年１０月１１日（金）　１８時３０分から　上郷地区センターにて
　　　（検討予定内容）
　　　　１．各所属団体からの意見報告について
　　　　２．統合校の学校名について
　　　　３．その他

TEL：045-671-3253　FAX：045-651-1417
Eメール：ky-sakae@city.yokohama.jp＊「上郷中学校・庄戸中学校」小規模校対策検討委員会

　　事務局　（横浜市教育委員会事務局学校計画課）

 ◎　委員の紹介

第３回検討委員会より検討委員の交代がありました。

【新しく就任した検討委員（敬称略）】　（委員）佐藤　重幸　　尾月自治会会長

 ◎　第２回検討委員会以降に寄せられた主な意見 【凡例】◎・・・ご意見、→・・・事務局回答

◎　検討委員会と並行して跡地利用の検討も進めるべきだと思う。
→　本検討委員会は子どもたちの教育環境を向上させることを目的に皆様に議論していただいており
　　ます。跡地利用についても重要なことと認識しておりますが、検討委員会と並行して議論すると、
　　最も大切にしなければいけない子どもたちの教育環境という視点が薄れてしまう可能性も考えら
　　れるため、本検討委員会では、教育環境に関する事柄に絞って議論していただきたいと考えてお
　　ります。
　　跡地利用については、今回の検討委員会とは別の場で、関係部署と共に、栄区役所でも地域の声
　　を伺いながら検討してまいります。

◎　検討委員会での決定事項はどのような拘束力があるのか。
→　本検討委員会でご議論いただいた内容をもとに、教育委員会での審議を経て、最終的に横浜市会
　　での議決をもって決定となります。本検討委員会での決定事項については、最大限尊重して進め
　　てまいります。

◎　検討委員会に入っている学校関係者が小中学校校長のみで、現場教育に関係が深い学年主任、ク
　　ラス担任等が含まれていない一方で、自治会長、ＰＴＡ会長等の人数が多く、バランスを欠いて
　　いるように感じる。
→　検討委員会委員については、地域・保護者・学校の代表者に就任をお願いしております。学校長
　　には学校の代表者として、学年主任、クラス担任等の意見等も含めて、学校としての意見を検討
　　委員会の場で発表していただいております。また、地域の代表者につきましては、地区連合会長
　　に相談し、連合町内会でのバランスを考慮して、現在の委員に就任していただいております。

◎　学年２学級あればクラス替えはでき、工夫次第で少人数クラスで特徴ある学級運営も可能だと思
　　うので、検討委員会の統合を急ぐ進め方は横浜市の基本方針に反しているのではないか。
→　横浜市では、「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方針（※）」（平
　　成22年12月策定）の中で、８学級以下（中学校の場合）の小規模校対策については、通学区域
　　の変更等を行い学校規模の適正化を推進し、通学区域の変更・弾力化等が実施できない場合や実
　　施によっても小規模校が解消しない場合については、学校の統合について検討を進めることとす
　　るとしております。本検討委員会におきましても、小規模校の課題点や、通学区域調整による小
　　規模校対策の可能性等について十分議論していただいた結果、学校統合を前提として検討を進め
　　ていくこととなりました。
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